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記
憶
を
め
ぐ
る
冒
険

一
九
七
八
年
四
月
一
日
の
一
三
時
半
頃
、
神
宮
球
場
で
ヤ
ク
ル
ト
・
ス
ワ
ロ
ー
ズ
の
デ
イ
ブ
・
ヒ
ル
ト
ン

が
レ
フ
ト
線
に
ツ
ー
ベ
ー
ス
・
ヒ
ッ
ト
を
放
っ
た
と
き
、
外
野
席
に
い
た
村
上
春
樹
は
、
小
説
を
書
く
こ
と

を
決
意
し
た
と
い
う
。
彼
は
当
時
二
九
歳
で
、
千
駄
ヶ
谷
で
「
ピ
ー
タ
ー
・
キ
ャ
ッ
ト
」
と
い
う
ジ
ャ
ズ
喫

茶
を
経
営
し
て
い
た
。
そ
う
し
て
『
風
の
歌
を
聴
け
』（
一
九
七
九
年
）
が
出
来
あ
が
り
、
ヴ
ォ
ネ
ガ
ッ
ト

や
ブ
ロ
ー
テ
ィ
ガ
ン
の
影
響
下
に
あ
っ
た
こ
と
を
作
者
じ
し
ん
が
認
め
て
い
る
そ
の
作
品
は
、
群
像
新
人
文

学
賞
を
受
賞
す
る
。
同
作
と
、
つ
ぎ
の
『
１
９
７
３
年
の
ピ
ン
ボ
ー
ル
』（
一
九
八
〇
年
）
は
芥
川
賞
候
補

に
な
る
が
、
落
選
。
そ
の
後
、
村
上
は
、
カ
ー
ヴ
ァ
ー
や
チ
ャ
ン
ド
ラ
ー
や
サ
リ
ン
ジ
ャ
ー
な
ど
の
翻
訳
を

精
力
的
に
手
掛
け
、
多
く
の
エ
ッ
セ
イ
や
紀
行
文
な
ど
も
発
表
し
な
が
ら
物
語
を
創
造
し
続
け
て
、
野
間
文

芸
新
人
賞
や
谷
崎
潤
一
郎
賞
、
読
売
文
学
賞
、
フ
ラ
ン
ツ
・
カ
フ
カ
賞
、
エ
ル
サ
レ
ム
賞
な
ど
を
受
賞
し
、

近
年
で
は
、
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
候
補
の
筆
頭
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

村
上
春
樹
は
長
編
小
説
も
書
け
ば
短
編
小
説
も
書
く
。
彼
に
よ
れ
ば
、
短
編
小
説
は
陸
上
競
技
で
い
う
と

短
距
離
、
ス
プ
リ
ン
ト
の
世
界
で
あ
り
、
長
編
小
説
は
フ
ル
・
マ
ラ
ソ
ン
の
世
界
で
あ
る
。
村
上
は
自
ら
を

「
生
ま
れ
つ
き
長
距
離
ラ
ン
ナ
ー
」
――
じ
っ
さ
い
彼
は
フ
ル
・
マ
ラ
ソ
ン
を
走
り
、
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
に

も
参
加
す
る
！
――
で
あ
る
と
み
な
し
、「
基
本
的
に
長
編
作
家
」
だ
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
に
一
三

生年 

▲

1949年生まれ 日本語で読める作品リスト 

▲

『風の歌を聴け』（講談社文庫）
『世界の終りとハードボイルド・ワ
ンダーランド』（新潮文庫）
『ノルウェイの森』（講談社文庫）
『ねじまき鳥クロニクル』（新潮文庫）
『1Ｑ84』（新潮文庫）
『色彩を持たない多崎つくると、
彼の巡礼の年』（文藝春秋）
『女のいない男たち』（文藝春秋）

他多数

出身地 

▲

日本、京都府京都市伏見区（兵庫県芦屋市育ち）

活動拠点 

▲

日本
（かつてはイタリア、ギリシャ、アメリカなどに滞在）

作品の特徴 

▲

夢と現実、光と闇、「こちら側」と「あちら側」が交錯
するシュールレアリスティックな世界が、独特の比
喩と話法で描き出される。
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